
－後藤コレクションの紹介－
嘉数 次人

科学館所蔵「時と暦」関連資料

1．はじめに
大阪市立科学館には、科
学に関するさまざまな資料
が収められていますが、本稿
ではその中から、時と暦に関
する資料を集めた「後藤コレ
クション」をご紹介します。
後藤コレクションは、奈良
市内で「時の資料館」を開か
れていた後藤晶男氏旧蔵の
資料群で、2009年度に大阪
市立科学館に収蔵されまし
た。コレクション内容は、江戸
時代から明治時代の時計や
暦などが中心で、当時の人々が用いていた「時」がどのようなものかを概観でき
るようになっています。
現在、主要資料は科学館の展示場「江戸時代の天文学」コーナーほかで公開
中で、ご覧いただける状態です。ここではそれ以外の資料も一緒に紹介したいと
思います。

2．和時計 －江戸時代の日本で発達した独自の時計－
わ ど け い

後藤コレクションの中核をなしているのが時計です。中でも、「和時計」と呼ば
れる江戸時代の機械式時計が3点含まれています。和時計とは、江戸時代の日本

ふ て い じ ほ う

で使われていた「不定時法」という時刻制度に基づいた時計で、日本で独自に発
展を遂げたものです。本章ではまず、当時の不定時法について概観したあと、和
時計を見ていくことにしましょう。

2-1．江戸時代の時刻制度
（1）不定時法
私たちが使っているのは一日を均等に24分割して1時間とする定時法ですが、
江戸時代に使われていた時刻制度は昼と夜をそれぞれ均等に分割する不定時

いっとき

法でした。また時間の単位も、昼と夜をそれぞれ6等分して「一刻」という名称を

写真1：展示場4階「江戸時代の天文学」
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使っていました。
不定時法の特徴は大きく二つあります。一つめは、一日の中で昼と夜の長さが
異なると時間の進み具合が変わってくる点です。また二つめは、昼と夜の長さは
季節によって変化するため、同じ昼でも、夏の昼と冬の昼では時間の進み具合が

む

違ってくる点です。昼と夜の境目は朝と夕の2回で、時刻ではそれぞれ「明け六
む

ツ」と「暮れ六ツ」（後述）と呼ばれる時刻となります。ただ、その境目の基準がな
んとも曖昧で、明け六ツは太陽が昇る少し前の辺りがうっすら明るくなる頃、暮れ
六ツは太陽が沈んでしばらくして辺りが暗くなり始める頃です。そこで、江戸後期
の寛政暦（1798年施行）からは、太陽高度が地平線下7度21分40秒になった時
を昼と夜の境界と定義しています。

（2）時刻の呼び名
江戸時代の時刻の呼び名は、今の午前・午後制とも、24時間制とも異なったも

のでした。夜中（午前0時）を九ツとし、そこから八ツ、七ツ、六ツ、五ツ、四ツと数
え、その次が再び九ツで、ちょうど正午に当たります。そして続けて八ツ、七ツ、六
ツ、五ツ、四ツと数え、次の九ツが翌日の夜中（午前0時）となります。変わった呼び
名ですが、これは報時の際に鳴らす鐘の数から付けられています。
この時刻制度では、昼と夜の境目がちょうど六ツになり、朝は明け六ツ、夕方は
暮れ六ツです。予断ですが、午後3時頃に食べるお菓子などを「おやつ」と呼びま
すが、これは午後の「八ツ」が由来です。

夏至の日 冬至の日

図1：不定時法と定時法の対照。左が夏至、右が冬至の日の時刻を示していて、
それぞれの円の内側が不定時法の時刻です(いずれも地方真太陽時)。
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2-2．江戸時代の時計いろいろ
このような不定時法の場合、一年のほ

とんどは昼と夜の長さが異なりますか
ら、一日の中で昼と夜の時間の進み方が
異なることになります。加えて、昼と夜の
長さの割合は季節によって変化しますの
で、日々の時間の流れが異なるのです。
一方で、機械式の時計は一定のテン

ポを刻むのが特徴ですから、不定時法に
合わせるために二つの工夫を加えなけ
ればいけませんでした。まず一つめは、一
日のうち、昼と夜の時間の流れに合わせ
る工夫です。そして二つめは、季節によっ
て、昼と夜の長さが変化するのに合わせ
る工夫です。

いっちょうてんぷ

そんな中、写真2は一挺天府式時計と
呼ばれるもので、時計の上部にある棒天
府（振動する事により、時計の進みを制御する部品）に取り付けるおもりの位置を
変えることにより、時計の進み具合を調整します。従ってユーザーは、おもりの位

置を朝と夕方の2回変える作業を行い、さらにそ
の位置も季節によって微妙に変化させる必要が
ありました。

しゃくどけい

また、写真3は「尺時計」と呼ばれる和時計で
す。これは、機械の下におもりを吊るし、おもりの
重力によって機械を動かす仕組みとなっていま
す。そこで、おもりの前に時刻文字盤を置き、時間
とともに徐々に下に降りていくおもりの位置を利
用して時刻を知るようになっています。それぞれ
の時刻指標は自由に動かして位置を変えること
ができ、昼と夜、季節による変化に合うように調整
して使います。
さて、これら二つのタイプは、使用する際に天
府に付けるおもりの位置や、時刻目盛の位置を調
整しなければいけないため手間がかかります。そ
こで、昼と夜の時間の違いに対応したメカニズム
を組み込んだ画期的な時計が開発されます。そ

写真2：一挺天府式時計

写真3：尺時計

TIME

6



に ちょうて ん ぷ

れが二挺天府式時計（写真4、5）です。これは昼だけ動く天府と夜だけ動く天府
の二つの棒天府を備えているのが特徴で、毎日朝と夕方の2回、動く天府を自動
で切り替える機構が組み込まれています。従って、昼と夜に天府のおもりの位置を
付け変える必要がなくなり、季節によって天府のおもりの位置を変えるだけで済
むという、便利なものとなりました。

3．香時計
こ うど け い こうばん

写真6は香時計（または香盤時計）と呼ばれる時計です。その名のとおり、お香
を燃やしてどれだけ燃えたかで時刻
を知るものです。使い方は、まず皿に
敷き詰めた灰に、お香を入れるための
溝を作ります。その際、お香がなるべく
長い時間燃え続けるようにくねくねと
した長い溝にします。そして、溝の上に
お香を置き、端に火をつけて燃やせば
OKです。使うときには、溝の脇に時刻
指標を立てておけば、現在時刻を知る
ことができます。
香時計は、機械時計が発明される
ずっと前から使われていて、日本では

写真4(左)：二挺天府式時計。時刻を示
す針と、天府に付けるおもり
は失われています。

写真5(右)：時計の内部。ガンギ車の下に
昼夜の切替機構があります。

写真6：香時計。こちらは展示場3階、
においのコーナーで公開中。
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奈良・東大寺のお水取りの際も、香時計を使ってそれぞれの仏事をする時刻を知っ
ていたといいます。その後も、江戸時代でもお寺を中心に広く使われていました。
香時計はお香を敷く溝を長くすれば半日くらいは使うことができますが、もっ

と短い時間を測る際には仏壇にお供えするような線香も使われていました。

4．こよみ資料いろいろ
人々の日々の生活に目安を与える役目を果たす「こよみ」は、時計とならんで
後藤コレクションの中心部分を担っています。主役となるのは、江戸時代後期から
明治初期にかけての時代の資料たちです。

4-1．江戸時代の暦
江戸時代の暦は、全国にあるい

くつかの版元から発行されました
が、中でも発行部数が多く、有名な
のが伊勢暦です。その装丁には、折
本や綴本などのバリエーションが
あり、高級品は表紙の装飾も立派
になっています（ただし書かれてい
る内容は朝廷や幕府が管理してい
るのでどれも同じ）。
また、後藤コレクションには、奈
良の陰陽師が版元となって発行した「南都暦」（写真7）も2点含まれています。こ
の暦は大和国でのみ販売されたため発行部数が比較的少なく、現在では貴重な
存在となっています。

4-2．太陽暦への改暦に関する資料
1873（明治6）年、それまで長い
間使われてきた太陰太陽暦にかわ
って、現行の太陽暦への改暦が行
なわれました。太陽暦は、それまで
の暦とは1ヶ月くらいのズレがあり
ますし、月の満ち欠けとも関係がな
いため、当時の人々はすぐに慣れる
ことができず、混乱があったようで
す。加えて、明治政府による改暦の
実施も突然でした。すでに翌年の

写真7：慶応3年の南都暦

写真8：明治6年の太陽暦
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暦を発行しているのにも関わらず、
1872（明治5）年11月9日になって「明
治5年12月3日をもって、明治6年1月
1日とする」という改暦の布告をし、太
陽暦による暦（写真8）を改めて発行し
たのですから、人々が準備をする余裕
もありませんでした。そのため一部の
知識人が太陽暦の解説書を発行し、
人々の理解や普及を助けました。 そ
れらの中でも有名なのが、福沢諭吉に
よる『改暦弁』（写真9）という本で、太陽暦とはどのようなものか、採用する事に
よりどんなメリットがあるのかなどについてわかりやすく説明をしています。

4-3．暦の版木のたばこ盆
江戸時代の暦は木版印刷で発行

されました。ただ当時は、印刷の際
に作られる版木は消耗品であると
考えられており、必要な分の印刷が
終わると表面を削って次の版を彫
刻したり、廃棄したりして、後々まで
残ることがほとんどありません。そ
んな中、後藤コレクションには暦の
版木を用いたたばこ盆が伝わって
います（写真10）。これは、一見ふつ

うの盆のようにも見えますが、側面をよく見てみると、暦の版木を切って盆に仕立
てたものであることがわかります。彫刻された暦の文面が味のあるデザインとな
って、良い感じに仕上がっているように思います。

5．おわりに
このように、後藤コレクションは、時と暦に関する基本資料が数多く収められて
いて、大変興味深いものとなっています。資料はまだ他にもいくつかありますが、
残念ながら誌面の都合で紹介できませんでした。本稿でご紹介した資料につい
ては、その大部分が科学館展示場にて展示しています。機会がありましたら、ぜひ
実物をご覧いただき、その際には本稿で紹介した話題を思い出していただけれ
ば幸いです。

嘉数 次人（科学館学芸員）

写真9：『改暦弁』

写真10：暦の版木で作ったたばこ盆
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